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最
初
に
、
関
門
港
湾
の
特
長
と
言
っ
て
も
い
い
、
作
業
船

建
造
に
つ
い
て
清
原
社
長
に
お
伺
い
し
た
。「
創
業
か
ら
昭

和
に
か
け
て
は
主
に
地
方
公
共
団
体
発
注
に
係
る
地
方
港
湾

や
漁
港
の
整
備
事
業
を
中
心
に
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
社
業
は
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
大
戦

前
の
記
録
は
戦
禍
の
な
か
で
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。
戦
後
は

荒
廃
し
た
国
土
の
復
興
と
海
運
振
興
の
両
面
か
ら
港
湾
整
備

予
算
は
格
段
の
増
加
を
示
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
大
戦
末
期

の
米
軍
の
大
量
機
雷
投
下
で
航
行
麻
痺
状
態
に
あ
っ
た
関
門

航
路
の
整
備
が
急
務
で
し
た
。
当
時
、
関
門
航
路
は
国
直
営

の
バ
ケ
ッ
ト
浚
渫
船
・
デ
ィ
ッ
パ
ー
浚
渫
船
や
民
間
大
手
の

ポ
ン
プ
浚
渫
船
に
よ
る
施
工
が
中
心
で
し
た
が
、
こ
こ
で
我

社
は
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
を
選
択
し
て
、
関
門
航
路
浚
渫
へ
の
参

入
を
図
り
ま
し
た
。
昭
和
26
年
～
昭
和
37
年
の
間
に
１
㎥
～

４
㎥
級
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
式
（
以
下
D
式
）
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
8

隻
を
建
造
し
て
関
門
航
路
浚
渫
へ
の
適
応
を
図
り
、
船
の
大

型
化
と
施
工
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
」。
戦
前
資
料
の

焼
失
に
よ
り
、
主
に
戦
後
の
関
門
航
路
整
備
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
も
お
伺

い
し
た
。

作
業
船
建
造
の
歴
史

関門橋

北九州市

関門港湾建設（株）

関門海峡

周防灘

山陽
小野田市

下関市

テクノベース
（長府工場）

地
方
の
建
設
業
は
い
ま
！

　
取
材
／
日
本
港
湾
建
設
協
会
連
合
会  

広
報
委
員
会

 
「
地
方
の
建
設
業
は
い
ま
！
」の
第
27
回
目
の
掲
載
は
、
山
口
県
下
関
市
に
本
社
を
置
く
関
門
港
湾
建
設
株
式
会
社
を
取
材
さ

せ
て
頂
い
た
。
代
表
取
締
役
社
長
の
清
原
生
郎
氏
を
中
心
に
、
取
締
役
管
理
本
部
統
括
荒
川
平
治
氏
及
び
取
締
役
総
合
企
画
部

長
清
原
将
彰
氏
に
も
お
話
を
お
伺
い
し
た
。
取
材
時
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
が
幾
分
減
少
傾
向
で
は
あ
っ
た
が
、
第

六
波
の
到
来
も
言
わ
れ
て
い
る
時
期
で
も
あ
る
な
か
、
無
理
な
お
願
い
を
お
引
受
け
頂
い
た
。
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関
門
港
湾
建
設
株
式
会
社（
以
下
、
関
門
港
湾
）
は
支
店
を
横
浜
市
と
福
岡
市
、
営
業
所

を
神
戸
市
に
置
く
。
ま
た
下
関
市
長
府
に
乾
ド
ッ
ク
群
を
持
ち
、
作
業
船
の
修
理
整
備
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ケ
ー
ソ
ン
・
鋼
構
造
物
の
製
作
を
行
う
。
大
正
7
年（
１
９
１
８
年
）
創
業
の

１
０
０
年
を
超
え
る
企
業
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
時
代
に
適
応
し
た
作
業
船
の
開
発
建
造
に

あ
る
と
も
言
え
る
。

関
門
港
湾
建
設
株
式
会
社  （
山
口
県
下
関
市
）

代
表
取
締
役
社
長  

清
原 

生
郎 

氏

　
関
門
港
湾
の
社
業
の
礎
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
関
門
航
路

に
お
け
る
浚
渫
工
事
と
の
こ
と
だ
。
昭
和
26
年
、
関
門
港
が

国
の
特
定
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
の
を
機
に
法
人
（
株
式

会
社
）
に
改
組
。
昭
和
36
年
、
国
は
急
増
す
る
輸
出
入
に
対

し
て
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
を
制
定
、
こ
れ
に
基
づ
き
港
湾

整
備
五
カ
年
計
画
（
第
一
次
）
が
策
定
さ
れ
、
こ
の
中
で
関

門
航
路
の
整
備
が
主
要
工
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
同

社
は
、
こ
れ
に
即
応
す
る
施
工
体
制
の
確
立
を
図
り
、
作
業

船
の
近
代
化
に
着
手
し
た
と
い
う
。

関
門
航
路
整
備
が
社
業
の
礎
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「
昭
和
38
年
に
硬
土
盤
５
㎥
級
D
式
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
を
、
昭

和
40
年
に
同
６
㎥
級
を
建
造
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
42
年

に
は
浚
渫
機
の
効
率
化
と
浚
渫
精
度
の
向
上
を
図
り
、
国

内
初
の
電
気
式
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
式
、
以
下

D
E
式
）
浚
渫
機
を
搭
載
の
巻
上
荷
重
60
㌧
掘
削
深
度
25
ｍ

の
硬
土
盤
８
㎥
級
D
E
式
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
を
建
造
、
国
際
航

路
で
あ
る
関
門
航
路
浚
渫
に
求
め
ら
れ
る
施
工
精
度
と
関
門

海
域
の
厳
し
い
施
工
条
件
下
で
の
大
型
D
E
式
グ
ラ
ブ
浚
渫

船
の
有
効
性
と
必
要
性
を
実
証
し
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る

清
原
社
長
。

　
こ
れ
以
降
、
同
社
は
D
E
式
浚
渫
機
の
改
良
と
大
型
化
に

取
り
組
み
、
昭
和
45
年
に
は
耐
潮
流
性
向
上
と
迅
速
な
域
内

移
動
を
図
り
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
で
は
初
の
ス
パ
ッ
ド
を
装
備
、

巻
上
荷
重
85
㌧
掘
削
深
度
40
ｍ
、
硬
土
盤
12
・
５
㎥
級
の

D
E
式
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
を
建
造
、
繊
細
な
操
作
性
と
長
時
間

連
続
運
転
で
の
安
定
性
を
実
証
す
る
と
と
も
に
、
以
後
同
社

の
主
力
船
は
全
て
D
E
式
と
す
る
道
を
拓
い
た
。

　
更
に
高
度
経
済
成
長
の
続
く
中
で
、
経
済
界
の
原
材
料
輸

送
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
追
及
（
船
舶
の
大
型
化
）
か
ら

く
る
関
門
航
路
の
増
深
・
拡
幅
の
必
要
性
に
対
応
す
る
た
め
、

昭
和
47
年
に
は
巻
上
荷
重
1
1
0
㌧
掘
削
深
度
60
ｍ
、
岩
掘

削
用
グ
ラ
ブ
（
９・５
㎥
／
90
㌧
）
装
備
の
硬
土
盤
20
㎥
級

D
E
式
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
を
建
造
、
続
く
昭
和
48
年
に
も
同
型

船
を
建
造
し
て
関
門
航
路
浚
渫
に
万
全
の
施
工
体
制
を
整
え

た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
話
は
本
州
四
国
連
絡
橋
に
お
よ
ぶ
。「
昭
和
40
年

代
の
後
半
に
な
っ
て
本
州
四
国
連
絡
橋
構
想
が
具
体
化
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
橋
脚
基
礎
掘
削
を
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
で

行
う
案
が
浮
上
、
そ
の
試
験
工
事
を
本
四
連
絡
橋
公
団
よ
り

特
命
受
注
、
巻
上
荷
重
1
1
0
㌧
型
の
新
鋭
船
が
就
役
し
て

そ
の
有
効
性
を
実
証
し
ま
し
た
。
こ
の
試
験
工
事
を
機
に
昭

和
49
年
、
巻
上
荷
重
1
5
0
㌧
掘
削
深
度
80
ｍ
、
岩
掘
削
用

グ
ラ
ブ
（
13
㎥
／
1
2
5
㌧
）
装
備
の
硬
土
盤
25
㎥
級
D
E

式
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
を
建
造
、
先
の
巻
上
荷
重
1
1
0
㌧
型
2

隻
と
併
せ
、
本
四
連
絡
橋
の
橋
脚
基
礎
掘
削
に
向
け
て
の
施

工
体
制
を
整
え
ま
し
た
」。

　
関
門
海
峡
の
急
潮
流
・
硬
い
海
底
地
盤
・
航
行
船
舶
が
多

い
と
い
う
厳
し
い
施
工
環
境
が
関
門
港
湾
の
グ
ラ
ブ
浚
渫
船

と
掘
削
技
術
を
育
て
、
そ
れ
が
海
洋
構
造
物
の
基
礎
工
事
に

応
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
昭
和
50
年

代
始
め
に
着
工
し
た
南
北
備
讃
瀬
戸
大
橋
・
橋
脚
基
礎
掘
削

（
Ｔ
Ｐ
-50
ｍ
）
を
皮
切
り
に
、
設
置
ケ
ー
ソ
ン
工
法
採
用
の
多

数
の
連
絡
橋
の
橋
脚
基
礎
掘
削
工
事
を
3
ル
ー
ト
に
亘
っ
て

手
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
最
大
・
最
難
関
と
言
わ
れ
た
の
が
明
石
海
峡

大
橋
。
完
成
当
時
、
世
界
最
長
を
記
録
す
る
こ
の
吊
橋
の

現
場
海
域
の
潮
流
は
最
大
７
・５
㌩
。
掘
削
深
度
は
明
石
側

T
P

-60
ｍ
、
淡
路
側
T
P

-57
ｍ
。
掘
削
許
容
誤
差
±
50
㎝
で

あ
っ
た
。

　
当
時
の
具
体
的
な
業
務
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。「
当
時
こ
の
現
場
で
施
工
可
能
な
グ
ラ
ブ
船
は
、
先

年
建
造
の
巻
上
荷
重
1
5
0
㌧
型
だ
け
で
し
た
。
明
石
側
・

淡
路
側
同
時
着
工
に
は
も
う
一
隻
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
本

格
着
工
前
年
の
昭
和
62
年
、
巻
上
荷
重
2
5
0
㌧
掘
削
深
度

1
0
0
ｍ
、
岩
掘
削
用
（
17
・
5
㎥
／
2
0
0
㌧
）
と
硬
土

盤
掘
削
用
（
32
・
5
㎥
／
1
5
0
㌧
）
グ
ラ
ブ
装
備
の
強
力

な
掘
削
力
を
持
っ
た
D
E
式
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
を
建
造
、
明
石

側
・
淡
路
側
両
方
の
橋
脚
基
礎
掘
削
工
事
と
ケ
ー
ソ
ン
沈
設

後
の
洗
掘
防
止
工
事
に
、
巻
上
荷
重
1
5
0
㌧
型
と
と
も
に

就
役
し
ま
し
た
」
と
の
こ
と
だ
が
、
話
は
さ
ら
に
続
く
。

 

「
本
四
工
事
全
般
で
求
め
ら
れ
た
の
は
仕
上
り
精
度
で
す
。

仕
上
工
程
で
の
掘
り
跡
の
凹
凸
や
掘
削
岩
屑
の
取
溢
し
は
避

け
ら
れ
ず
、
そ
れ
は
掘
削
精
度
上
の
課
題
で
し
た
。
グ
ラ
ブ

の
構
造
上
、
開
閉
時
の
刃
先
の
軌
跡
は
逆
ハ
ー
ト
形
を
描
き

ま
す
。
こ
れ
が
掘
り
跡
凹
凸
の
原
因
で
す
。
そ
こ
で
グ
ラ
ブ

の
開
閉
率
に
応
じ
て
支
持
ワ
イ
ヤ
ー
を
上
げ
下
げ
調
節
し
て

刃
先
の
軌
跡
が
水
平
を
保
つ
水
平
掘
削
技
法
（
後
に
自
動
化
）

を
考
案
、
掘
り
跡
の
凹
凸
に
対
処
し
ま
し
た
。
ま
た
掘
削
岩

屑
の
取
溢
し
を
浚
う
た
め
に
刃
先
を
直
線
状
に
し
た
爪
の
な

本
州
四
国
連
絡
橋
の
橋
脚
基
礎
掘
削
に
対
す
る

施
工
体
制
の
整
備

最
大
・
最
難
関
の
明
石
海
峡
大
橋

強力な岩盤掘削力を持つ、巻上荷重 250 トン、掘削深度 100m、
岩掘削用グラブ（17.5m3/200 トン）装備の「関門」
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ま
た
砕
岩
施
工
時
の
重
錘
支
持
ワ
イ
ヤ
ー
の
過
繰
出
防
止
用

ブ
レ
ー
キ
を
、
昭
和
61
年
に
ベ
ル
ト
式
か
ら
デ
ィ
ス
ク
式
に

変
更
、
懸
案
の
連
続
砕
岩
時
の
ブ
レ
ー
キ
発
熱
（
発
火
）
に

よ
る
ブ
レ
ー
キ
力
低
減
の
問
題
を
解
決
し
ま
し
た
」
と
の
こ

と
で
、
関
門
港
湾
は
D
式
と
D
E
式
の
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
を
並

行
し
て
多
数
建
造
、
か
つ
其
々
に
砕
岩
機
能
を
持
た
せ
る
こ

と
で
、
グ
ラ
ブ
浚
渫
で
の
硬
軟
あ
ら
ゆ
る
土
質
に
対
応
す
る

と
同
時
に
、
海
洋
構
造
物
の
基
礎
工
等
の
多
様
な
需
要
に
も

十
分
応
え
ら
れ
る
施
工
体
制
を
常
に
整
え
て
き
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
の
他
に
、
関
門
港
湾
は
昭
和
40
年
代

後
半
か
ら
様
々
な
作
業
船
の
開
発
・
建
造
を
手
掛
け
て
い
る
。

　

昭
和
48
年
、
大
量
の
山
土
を
用
材
と
す
る
大
型
埋
立
計

画
を
機
に
、
そ
の
工
法
と
し
て
土
運
船
で
運
搬
さ
れ
た
山

土
を
作
業
船
上
の
揚
土
機
で
ホ
ッ
パ
ー
に
取
込
み
、
同
船
上

の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
経
由
、
俯
仰
旋
回
可
能
な
ス
プ
レ
ッ

ダ
で
護
岸
越
し
に
投
入
す
る
と
い
う
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ク

レ
ー
マ
揚
土
工
法
を
開
発
、
搬
送
能
力
1
0
0
0
㎥
／
時
の

油
圧
グ
ラ
ブ
式
揚
土
船
を
建
造
。
以
後
今
日
ま
で
に
、
搬
送

能
力
1
0
0
0
㎥
／
時
～
3
5
0
0
㎥
／
時
、
油
圧
グ
ラ

ブ
・
バ
ッ
ク
ホ
ウ
・
連
続
バ
ケ
ッ
ト
を
揚
土
機
に
、
海
洋
汚

染
対
策
を
万
全
に
講
じ
た
浚
渫
土
揚
土
向
け
を
含
め
、
埋
立

規
模
・
埋
立
用
材
に
応
じ
て
多
彩
な
揚
土
船
を
建
造
し
て
き

た
。
特
に
大
量
急
速
施
工
の
空
港
島
築
造
向
け
の
搬
送
能
力

3
0
0
0
㎥
／
時
の
連
続
バ
ケ
ッ
ト
式
揚
土
船
二
隻
と
搬
送

能
力
3
5
0
0
㎥
／
時
の
二
連
油
圧
グ
ラ
ブ
式
揚
土
船
が
特

筆
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
3
年
、
無
加
水
で
軟
弱
浚
渫
土
を
埋
立
地
に
排
土
す

い
平
バ
ケ
ッ
ト
を
作
製
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
で
好
結
果

を
得
ま
し
た
」。

　
工
事
の
過
酷
さ
と
共
に
、
同
社
の
並
々
な
ら
ぬ
技
術
改
革

の
軌
跡
が
感
じ
ら
れ
る
。
昭
和
63
年
に
本
格
着
工
し
た
明
石

海
峡
大
橋
・
橋
脚
基
礎
掘
削
の
作
業
時
間
は
、
日
に
二
回
の

潮
止
ま
り
前
後
の
緩
や
か
な
潮
流
時
（
４
㌩
以
下
）
の
み
、

大
潮
時
は
作
業
船
の
現
場
係
留
も
不
可
能
と
い
う
施
工
環
境

で
の
昼
夜
作
業
。
岩
盤
用
・
硬
土
盤
用
・
平
バ
ケ
ッ
ト
の
三

種
類
の
グ
ラ
ブ
を
使
用
し
て
、
設
計
許
容
誤
差
±
50
㎝
の
と

こ
ろ
を
±
20
㎝
以
内
に
収
め
た
と
の
こ
と
だ
。

　
そ
の
後
も
関
門
港
湾
は
平
成
6
年
、
D
E
式
グ
ラ
ブ
浚
渫

船
で
初
の
砕
岩
機
能
を
付
加
、
同
時
に
各
種
機
械
制
御
の
電

子
化
を
進
め
て
効
率
と
精
度
の
大
幅
向
上
、
併
せ
て
施
工
域

内
で
の
迅
速
移
動
と
短
時
間
で
の
船
位
確
保
を
図
り
、
高
推

力
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
2
基
と
3
本
ス
パ
ッ
ド
を
装
備
の
、
巻

上
荷
重
1
5
0
㌧
掘
削
深
度
85
ｍ
、
岩
掘
削
用
グ
ラ
ブ
（
13

㎥
／
1
3
0
㌧
）
と
砕
岩
重
錘
（
50
㌧
）
を
持
っ
た
硬
土

盤
27
・
5
㎥
級

D
E
式
グ
ラ
ブ

浚
渫
船
を
建
造

し
て
い
る
。
ま

た
平
成
9
年
に

は
、
硬
土
盤
用

グ
ラ
ブ
を
30
㎥

／
90
㌧
に
増
容

し
た
同
型
船
を

建
造
し
た
。

　
平
成
17
年
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
横
断

鉄
道
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
始
ま
っ
た
。
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
工
法
が

採
ら
れ
、
同
社
は
そ
の
基
礎
掘
削
と
沈
埋
函
敷
設
後
の
埋
戻

工
を
担
当
。
掘
削
延
長
約
1
4
0
0
ｍ
、
最
大
掘
削
深
度

-60
ｍ
、
掘
削
勾
配
1
／
1
0
0
、
設
計
許
容
誤
差
±
20
㎝
、

掘
削
土
量
約
1
1
0
万
㎥
の
工
事
で
あ
っ
た
。

　

工
事
は
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
の
だ
ろ
う
か
。「
現
場
海

域
は
、
黒
海
か
ら
塩
分
濃
度
の
希
い
潮
流
（
最
大
５
㌩
）
が

常
時
上
層
を
流
れ
て
、
こ
れ
に
マ
ル
マ
ラ
海
の
潮
流
（
最
大

３
㌩
）
が
下
層
に
流
れ
込
む
と
い
う
潮
流
の
逆
転
現
象
が
み

ら
れ
る
世
界
で
も
例
の
な
い
特
殊
な
海
域
で
し
た
が
、
本
四

連
絡
橋
の
急
潮
流
下
で
の
岩
盤
・
硬
土
盤
掘
削
の
経
験
を
活

か
し
、
設
計
許
容
誤
差
±
20
㎝
を
±
10
㎝
で
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
本
四
以
来
の
懸
案
で
も
あ
っ
た
、
厳
し

い
施
工
条
件
下
で
の
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
に
よ
る
精
密
掘
削
技
術

の
社
内
承
継
と
い
う
面
で
も
貴
重
な
工
事
に
な
り
ま
し
た
」

と
の
こ
と
だ
が
、
同
社
の
作
業
船
建
造
の
新
た
な
歴
史
は
さ

ら
に
続
い
て
い
く
。

　
昭
和
42
年
に
始
ま
る
同
社
の
D
E
式
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
建
造

の
歴
史
に
並
行
し
て
、
D
式
浚
渫
機
の
持
つ
サ
イ
ク
ル
タ
イ

ム
が
速
い
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
土
砂
浚
渫
を
効
率
的
に

行
う
と
同
時
に
、
砕
岩
重
錘
と
岩
掘
削
用
グ
ラ
ブ
の
併
用
で

岩
盤
・
硬
土
盤
浚
渫
に
も
適
応
し
た
D
式
砕
岩
兼
用
グ
ラ
ブ

浚
渫
船
も
多
数
建
造
し
て
き
た
。

 

「
砕
岩
兼
用
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
で
は
、
昭
和
40
年
代
の
早
い
段

階
で
先
端
円
錐
形
の
砕
岩
棒
か
ら
平
刃
型
砕
岩
重
錘
に
替
え

た
こ
と
で
砕
岩
の
能
力
と
効
率
が
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ブ
浚
渫
船
建
造
改
良
の
歴
史

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
横
断
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
工
事

様
々
な
作
業
船
の
開
発
・
建
造

ボスポラス海峡での工事の様子
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長
で
も
20
年
の
経
験
が
あ
り
ま
す
」。

　
し
か
し
、
昨
今
は
希
望
す
る
半
数
も
採
用
で
き
て
い
な
い

と
の
こ
と
だ
。
こ
れ
は
業
界
全
体
の
問
題
で
も
あ
り
、
官
民

挙
げ
て
取
組
む
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、「
お
役
所
の
ご
協
力
を
得
て
色
々
な
現
場
見
学
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
学
生
対
象
だ
け
で
な
く
、
教
職
員
や
保
護

者
、
小
学
生
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
対
応

で
の
高
校
向
け
の
会
社
説
明
会
を
リ
モ
ー
ト
で
実
施
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
作
業

船
の
一
般
公
開
等
も
含
め
て
、
可
能
な
限
り
報
道
機
関
を
巻

き
込
ん
で
、
我
々
の
職
種
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
貰
う
こ

と
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
」。

　

港
湾
工
事
の
受
注
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
。「
日
本

の
公
共
事
業
費
は
平
成
8
年
頃
の
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
半

減
し
て
い
ま
す
。
浚
渫
総
土
量
（
全
浚
協
会
扱
い
）
は
ピ
ー

ク
時
1
7
0
0
万
㎥
か
ら
現
状
5
0
0
万
㎥
を
切
る
有
様
で

す
。
従
っ
て
作
業
船
の
新
造
は
お
ろ
か
、
維
持
修
理
も
儘
な

ら
な
い
の
が
実
態
で
す
。
作
業
船
を
持
つ
専
業
者
に
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
昨
年
ご
当
局
か

ら
中
長
期
計
画
を
ご
提
示
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
作
業
船
の

新
造
・
維
持
整
備
が
計
画
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ

る
の
も
事
実
で
す
」
と
の
こ
と
で
、
少
し
息
が
つ
け
る
感
触

が
得
ら
れ
た
。

　
「
積
算
上
の
作
業
船
基
礎
価
格
と
現
状
作
業
船
の
建
造
入

手
価
格
と
の
乖
離
が
大
き
い
と
い
う
実
態
、
こ
れ
は
既
存
作

業
船
の
船
齢
が
古
い
の
と
新
造
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の
が

原
因
で
す
。
損
料
改
定
の
な
か
で
、
ぜ
ひ
検
討
を
お
願
い
し

た
い
処
で
す
。
も
う
一
つ
、
浚
渫
土
の
土
捨
場
が
少
な
い
こ

と
。
地
方
公
共
団
体
の
財
政
逼
迫
で
新
規
土
捨
場
は
な
か

な
か
望
め
ま
せ
ん
。
国
直
営
の
土
捨
場
が
期
待
さ
れ
る
処
で

す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
埋
立
地
の
需
要
な
ど
、
総
合
的
な
観

点
か
ら
検
討
が
の
ぞ
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
作
業
船
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
な
の
だ
ろ
う
か
。「
地
球
規
模
の
環
境
へ
の
取
り
組

み
と
い
う
時
代
背
景
の
な
か
で
、
様
々
な
規
制
・
制
約
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

作
業
船
は
一
体
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
将
来
に
向
け
て
常
に
考

え
て
お
く
。
雑
ぱ
く
な
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
一
口
で
言

え
ば
、
自
然
と
人
に
優
し
い
作
業
船
を
造
る
こ
と
。
そ
し
て

そ
う
い
う
作
業
船
を
、
誇
り
を
持
っ
て
維
持
で
き
る
社
会
的

環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
」
と
の

こ
と
で
、
こ
れ
が
直
面
す
る
最
も
厳
し
い
課
題
の
よ
う
だ
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
幾
多
の
困
難
を
乗
り
切
っ
て
き
た
関

門
港
湾
は
、
培
っ
て
き
た
企
業
力
を
発
揮
し
て
打
破
し
て
い

く
で
あ
ろ
う
。

★

　
清
原
社
長
は
大
学
で
電
子
工
学
を
専
攻
、
卒
業
後
は
大
手

新
聞
社
に
。
ご
本
人
は
「
支
離
滅
裂
」
と
お
っ
し
ゃ
る
が
、

長
い
歴
史
の
会
社
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
お
ら
れ
る
。
趣
味

は
読
書
。
ゴ
ル
フ
は
中
断
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
地
元

で
「
正
論
」
懇
話
会
、
県
防
衛
協
会
、
古
代
史
の
勉
強
会
の

お
世
話
を
さ
れ
、
そ
う
し
た
活
動
が
関
門
港
湾
を
支
え
る
精

神
的
な
土
台
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
、
今
回
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

る
油
圧
ポ
ン
プ
式
圧
送
船
を
、
ま
た
平
成
5
年
に
は
液
状
化

対
策
と
し
て
、
圧
送
船
に
セ
メ
ン
ト
系
固
化
剤
を
混
錬
す
る

機
能
を
付
加
、
軟
弱
土
を
改
良
し
な
が
ら
埋
立
す
る
混
錬
改

良
土
圧
送
船
を
建
造
し
た
。

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
前
面
海
域
に
沈
殿
し
た
放
射
性
物
質
の
拡
散
防

止
工
法
と
し
て
、
こ
の
混
錬
改
良
土
を
海
底
に
敷
詰
め
る
案

が
採
用
さ
れ
た
。
更
に
現
在
は
、
混
錬
改
良
土
製
造
過
程
に

気
泡
を
混
錬
す
る
比
重
調
整
機
能
を
付
加
し
て
、
軽
量
混
錬

土
を
製
造
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
岸
壁
背
後
等
の
軽
量
埋
立

材
と
し
て
有
効
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
他
に
関
西
地
区
で
の
需
要
期
待
か
ら
平
成
30
年
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
船
を
、
ま
た
浚
渫
土
有
効
利
用
の
一

環
と
し
て
令
和
2
年
、
カ
ル
シ
ア
落
下
混
合
船
を
建
造
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
付
属
船
や
砂
撒
船
・
捨
石
均
船
・
ト
レ
ミ
ー
船
・

ベ
ル
コ
ン
船
等
は
必
要
に
応
じ
て
随
時
建
造
し
て
き
て
い
る
。

　
「
こ
の
よ
う
に
我
社
の
歴
史
は
作
業
船
建
造
の
歴
史
で
も

あ
る
と
言
え
ま
す
。
戦
後
、
付
属
船
を
加
え
る
と
優
に
百

隻
を
超
え
る
作
業
船
を
建
造
、
そ
し
て
そ
れ
を
市
場
に
提
供

す
る
と
い
う
形
で
、
戦
後
の
港
湾
建
設
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を

担
っ
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
お
っ

し
ゃ
る
。

　
そ
う
し
た
業
務
を
支
え
る
関
門
港
湾
の
組
織
体
制
に
つ
い

て
、
お
伺
い
し
た
。「
我
社
で
技
能
士
と
呼
ん
で
い
る
作
業

船
乗
組
員
の
平
均
年
齢
は
30
歳
台
前
半
で
、
非
常
に
若
い
と

思
い
ま
す
。
25
年
以
上
前
か
ら
作
業
船
の
電
子
化
を
見
越
し

て
工
科
系
高
校
生
を
採
り
始
め
た
の
で
、
30
歳
台
の
若
い
船

港
湾
工
事
の
受
注
に
つ
い
て

作
業
船
を
取
巻
く
課
題

組
織
体
制
と
リ
ク
ル
ー
ト


